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700mbの偏西風PrOfileご徳島の天気変化・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
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）

　§1．緒　　　，言

　われわれが日常行っている天気図解析の中でとくに垂．

直・水平方向の大気構造の特徴を見やすくするために，

各種の断面図がよく用いられる．その中でとくに偏酉風

の南北断面図上の樫大西風の位輩は短期・長期予報に非

常に重要であることは，すでヒ多くの人に言われてい

る1），2），3），4）

　著者等は毎日の700mb高度の偏西風プロフ．イールの月

別特性，極大西風帯の位置およびそれと徳島地方の降水

との関係を調査した．さらに極東における4点（130，E

501V：120E，40N：130E，301V：140El301V）の日

々の700mb高度変化のオペレーターを群論を用いて決定

し，実際の予報に用いうることを示した．

　さて偏西風のプロフィールは昭和28年1月～29年12月

の2力年間について，毎日のプロフィールを作った．区

間は・E100。～160。，ノV30。～55。で緯度5c毎，経度は

耳0。毎の高度を読み取り，地衡風速（ノット）から求めた．

　§2。各月の平均プロフィールの特性

　本邦附近の700mb月平均風速プロフィールにういては

多くの調査があるが，ここでは著者が臼々のプロフオー

ルを月別に平均して求めた（第1図ンものの特性を簡単
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に述べると，

　1・2・3月は極大西風の位置は132．一、5Wにあり，

4・5月は37・5Wに北上する．6，7月は風速が弱
まって再び32．5Wに南下するが，8月から9月，1ひ

月と次第に32．5。1Vから47．501Vまで北上する．し

かし・8月・9月はまだ低緯凄の風速が10ノット位で弱

い．10月には大体低緯度から高緯度まで同じような速さ

になり，11月は再ぴ極大西風の位置が37．5。1Vに南下　　．

し・12月はこのままで風速が増大している．年平均を見．

ると32、5。1V，37．5。1Vともに37ノットで高緯度程弱i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’「
くなっている．各月の平均風速は・1月・翼月・12月淋

強ぐ6，7月が弱い．

　　　　　　　晃

　§3．極大西風の位置の月別振度

　前述した毎日のブロフィールから極大西風の位置（緯

度）の頻度を求めると第1表のようになり，ほぼ各月平

’均プロフィールの極大の位置に一致している．

　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　第1表極大西風の位置の「月別頻度
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　さらに月別の極大西風のi変動度を見るため，その位置

が前日と変った回数を調べると（第2表）1月と6月が

割合に変動が少い．これは1月が偏西風のもっとも強い

月であり，6月はもっとも弱い月に対応している．一また・．

第2表　極大西風位置の月別変動回数
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第1図　700mb高度の月平均風速のプ・フ身一ル
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プロフィールが東風になる位置の頻度を求めてみると

（第3表），・6月がもっとも多く，ブロッキング高気圧

のおこりやすい月と」致している．

　§4．原因別降水と極大西風の位置

　徳島の降水の中，主として低気圧と，フロントによる，

雨とを区別してみると（第4表），前線性降雨は極大西

風の位置が大体32t5。2Vにあるような場合で・8・9・

10月は47，5。1Vか52，5Wにある場合である．一方低

気圧は2月～5月までと11月には37，5Wの位置にあ

るときに発生して雨を降ら』せており，，1，7・8・9・

10，，12月は42，5。拉かそれより北の場合に発生して雨

を降らせていることが多い．6月はフロントの場合も低

気圧の場合も32多5。1Vのときである．ごれはフロント

上に低気圧ができているためと考えられる．

　三三・，1’㌧レけ　一’∵』㌧㌧一・ゴ1陥i ζ一泌で・誉・1懲
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餌できて鰍の位置は32・5湖こある・．7月瞳腰遜
『低気圧による雨が多くなり「ジ大体極大の頻度に対応し宅し翻
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§5二鋤祭西風プロ7イマレ？型灘1灘、

御こ雨を降らせた低気圧の発生擶を偏西即ロ騰

イールの型によって分類してみると（第5表）チ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’』講

　』　・　　　第5表　一 　　・．講
　　’7・・m禰醐プ・カー1レ哩と低気醗生場所』一趨

プロブ．イ　，

一ルの型

第4表原因別降水回数とProfileのmaxの位置
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　以上のことを別言すれば，極大西風の位置は上層のジ

ェット流の下層にあり700mb面のフロントと考えられ・

これと対応したフ・ントが地上にあらて徳島地方に雨を

降らせると考えられる＝

　また8，9月はフロントが北と南とに二本あり，極大

西風に対するフロントは満洲附近にあるが，太平洋高気

圧と華中からの移動性高気圧εの間にフロ・ン1トができて。

いる．

　低気圧の発生は，天気図上からは寒気が南下して極大’

西風が中緯度辺にくると東支那海にトラフが発生し，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♪れに対応した低気圧が地上に現われているような経過を

たどるものが多い．

　極大西風の位置の頻度と低気圧およびフロント，の発生

　　　　　　　　　　　　ノ
頻度とよく一致している．1，2，3月の雨はフロント

の場合が多く，極大西風の位置の頻度は32．5。Nにあ

り，4，5月は低気圧による雨ボ多く，極大の頻度獄

（第2図参照）
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したがって，発生した低気圧が南下する傾向があり，逆
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』700血もの偏西風PrQflleと徳島の天気変化（佐藤・今田）

　さて，ある状態Xに対してyの出やすいオペレータ

ー一を調べてみた」例をあげると

　え＝aのとき，これに乗ずべきオペレーターめ出やす

いものは第9表のようになり，これを棄却検定によっ

て，どれが出やすいかを調べる．表より分散
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すなわち◎＝30は他のものより特に出やすV）と言え

る．ま驚P＝21は棄てられない彩
昭和28，29年の2力年間につい七Xと．lZからオペレ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず一ターyの出る回数を調べてみると第10表りように剃

り，同様な検定の結果，一X＝a，b，ら……一pのそれ』・

ぞれに対してYニa，b，c，・…∴…pのうちと，くに出や

すいと言えるものは第11表のようになった．
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　実際の予想にあたっては，700mb高層天気図から前述

した4点の高度を読み第8表を用い七平年からの偏差を

取り，第7表によってオペレーターを出しておく．これ

を毎日記入しておき，昨日のオペレーターと今日のオペ・

レーターからケーレーの方形を用いて1つのオ尽レータ

ーを得才第11表を用いて出やすいオペレータヤを求め1

これを乗ずれば，、明日の型が出てくる．

計　算　例

　昭和29年10月16目から17日の予想を行う．（第8表ゐ平年値を用い（）
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